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2019年11月15日

公益財団法人イオンワンパーセントクラブ

日頃よりイオンワンパーセントクラブの活動にご理解とご協力を賜わり、誠にありがとうございます。

２００９年から継続的に行っている本事業は、今年11年目を迎えました。中国で交流した内容を下記の

通りご報告申し上げます。

中国プログラム 報告書

関係者各位

■実施期間：２０１９年１０月１４日（月）～２０１９年１０月２１日（月）

■実施目的：両国の友好親善の促進とグローバルリーダーの育成

■参加者：①日本高校生７０名

筑波大学附属高等学校（東京都） １０名（北京景山高等学校と交流）

東京学芸大学附属高等学校（東京都） １０名（北京二十中高等学校と交流）

東洋大学附属牛久高等学校（茨城県） １０名（北京三里屯高等学校と交流）

立命館慶祥高等学校（北海道） １０名（武漢外国語高等学校と交流）

札幌日本大学高等学校（北海道） １０名（武漢第六高等学校と交流）

名古屋大学教育学部附属高等学校（愛知県） １０名（蘇州実験高等学校と交流）

三重県立四日市高等学校（三重県） １０名（蘇州第十高等学校と交流）

②中国高校生７０名

北京市：北京景山高等学校 １０名

北京市第二十中学 １０名

北京市三里屯一中 １０名

武漢市：武漢外国語学校 １０名

武漢市第六中学 １０名

蘇州市：南京師大蘇州実験学校 １０名

蘇州市第十中学 １０名

■主なプログラム：

①表敬活動：

・北京市人民政府 張家明副市長

・中国外交部 呉江浩司長

・武漢市人民政府 金万婵処長

・蘇州市人民政府 曹後霊副市長

②歴史文化体験活動

・講義 中国におけるエネルギー及び北京市環境問題

・視察 北京市水再生センター、北京都市計画展覧館

・歴史 万里の長城、中国雑技鑑賞、故宮、長江文明館、山塘古運河

・体験 印鑑づくり、切り紙、書道

③交流活動

・在中華人民共和国日本国大使館での質問会及び歓迎会

・学校授業体験、ホームステイ

・フェアウェルパーティー
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■従来との相違点：

①初めて「環境と経済の発展の調和」というテーマを決めてプログラムを実施

②交流した学校数が過去最多の14校。

③表敬活動の充実（中国外交部、各都市人民政府、日本大使館訪問など）

④外務省「日中青少年交流推進年記念事業」認定

⑤日中両国の高校生が「日中小大使未来友好宣言」を在中華人民共和国日本国大使館に贈呈

⑥日中ティーエイジアンバサダーのOBによる本プログラムの取材を通した映像製作
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■レクチャー 中国におけるエネルギー及び北京市環境問題 2019年10月14日（月）

講師 中国都市ガス協会理事長助理

都市ガス主編 遅 国敬氏

受講の様子 積極的に質問 真剣にメモを取る

レクチャー内容 「環境改善の具体化した活動」より（抜粋）

・エネルギー消費方式の変革による消費総量を抑制する。

・大気汚染問題の解決措置を実施しエネルギー構造を改革する。

・クリーンエネルギーの開発によりエネルギーのグリーン化を進める。

・石油・天然ガスの開発によりエネルギー安全保障能力を向上させる。

・大規模石炭火力発電基地の適切な配備と大容量の送電網の整備を行う。

・エネルギー関連の技術革新を進める。

・エネルギー分野の国際協力を深化させる。

・エネルギーの民生部門への供給インフラ整備を加速する。

・エネルギー産業の改革や民間資本の導入拡大を進める。

・エネルギー業界の管理を強化し規制緩和（行政審査項目の削減）を進める。

講義の様子



表敬活動
・北京市人民政府表敬訪問

・中国外交部表敬訪問

・在中華人民共和国日本国大使館質問会＆歓迎会

・武漢市人民政府表敬訪問

・蘇州市人民政府表敬訪問

■北京市人民政府表敬訪問 2019年10月15日（火）
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日本高校生代表スピーチ 張家明副市長へ記念品贈呈

北京市人民政府 張副市長よりスピーチ（抜粋）

北京市は日本青少年との交流を非常に重視しております。中日ティーンエイジアンバサダー活動は

中日の友好関係築く上で大きな役割を果たしております。この10年あまりで、たくさんの小大使が高

校生から社会人になり、北京を訪れたこの活動をきっかけとして、中日友好交流に関わる仕事に携

わっていることを大変うれしく思います。今回、北京を訪れた日本小大使の皆様に、中国の歴史文化

を体験していただくと同時に、著しく発展している今の中国も見ていただきたいと存じます。

北京人民政府玄関にて 記念撮影
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■中国外交部表敬訪問 2019年10月15日（火）

日本高校生代表スピーチ

呉司長へプレゼント贈呈 日本高校生代表と呉司長

中国外交部にて記念撮影

スピーチ内容（抜粋）

このような機会を設けていただき心から感謝

いたします。中国の小大使に出会い、ただ言葉

と言葉の交流ではなく、心と心を通わせること

で兄弟のようになりました。私たちは日中友好

の使者になり、中国と日本の良い点と強みを世

界に伝え、そしてより親密になることを願って

います。日本と中国の明るい未来を共に創って

いきます。
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■在中華人民共和国日本国大使館質問会 2019年10月15日（火）

質問会の様子 質問する高校生

質問に答える堤公使 堤公使へプレゼント贈呈

在中華人民共和国日本国大使館 堤公使より大使館の仕事内容について教えていただきました（抜粋）

外交の重要な目的の一つは、日本人が外国において幸せに暮らすことができるように、また、日本人

が外国人とビジネス取引をしたり交流したりしやすくなるように、日本と外国との関係をよくすること

だと思います。このような観点から、政府と外交官は次のような仕事をします。

第一に、外国で暮らす日本人を支援することです。旅券の発給、証明書発行、在外選挙等多様な仕事。

第二に、外国との間で約束を結ぶことです。条約や協定などと呼ばれる国家同士の約束がそれです。

第三に、日本と外国の間で、首脳や大臣同士が頻繁に会って話し合い、国同士の関係を良好な状況に

保ことです。昨年10月の安倍総理の中国訪問、本年6月の習近平主席の訪日が良い例です。

第四に、日本と外国の国民同士の自発的な交流を応援することです。イオンワンパーセントクラブの

プログラムがまさにこの交流の素晴らしい事例です。

第五に、日本のことを外国の人に良く知ってもらうための広報を行うことです。今、日本大使館では

ウェイボー、ウィーチャットを使って、中国の人々に日本の最新情報を発信しています。
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■在中華人民共和国日本国大使館歓迎会 2019年10月15日（火）

横井大使ご挨拶

横井大使と日本高校生が一緒に合唱 歓迎パフォーマンス

参加者全員で記念撮影

横井大使 ご挨拶（抜粋）

青少年交流は日中間の協力・交流における重

点分野の一つであり、日中の若い人たちがお互

いの国のことを知り交流することの積み重ねが

長期的に安定した日中関係を築く基礎になりま

す。また、古い中国語で「立派な器」を意味す

る「令器」という言葉がありますが、参加した

学生の皆さんの中から「日中新時代」を支える

「令器」が一人でも多く生まれることを期待し

ます。
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■武漢市人民政府表敬訪問（武漢高校生＆北海道高校生） 2019年10月17日（木）

表敬相手：武漢市人民政府 副秘書長 陳明権 様

武漢市人民政府玄関にて記念撮影

蘇州市人民政府玄関にて記念撮影

■蘇州市人民政府表敬訪問（蘇州高校生＆中部高校生） 2019年10月17日（木）

表敬相手：蘇州市人民政府 副市長 曹後霊 様

表敬訪問の様子

陳副秘書長へプレゼント贈呈

表敬訪問の様子

曹副市長へプレゼント贈呈
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歴史・文化体験活動
・北京市水再生集団、北京都市計画展覧館

・万里の長城、天安門、故宮、中国雑技鑑賞

・故宮印鑑作り

・武漢長江文明館、蘇州山塘街古運河

■北京市水再生センター

■北京都市展覧館（北京市の都市計画に関する資料館）

■万里の長城

■中国雑技鑑賞（サーカス）

2019年10月16日（水）
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②歴史・文化体験活動

■故宮内での印鑑作り

■武漢長江文明館

■天安門＆故宮

■蘇州山塘街古運河

2019年10月17日（木）



10

交流活動
・授業体験 筑波大学附属高等学校 ⇔ 北京景山高等学校

東京学芸大学附属高等学校 ⇔ 北京第二十高等学校

東洋大学附属牛久高等学校 ⇔ 北京三里屯高等学校

立命館慶祥高等学校 ⇔ 武漢外国語高等学校

札幌日本大学高等学校 ⇔ 武漢市第六高等学校

名古屋大学教育学部附属高等学校 ⇔ 蘇州実験高等学校

三重県立四日市高等学校 ⇔ 蘇州市第十高等学校

・ホームステイ

・フェアウェルパーティー

・ホームステイ

・フェアウェルパーティー

■各学校授業体験 2019年10月18日（金）

学校歓迎式

切り紙体験

授業の様子 中国書道を受講

書道体験 体育館にて運動

ラジオ体操鑑賞 綱引き大会 校内での食事
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■ホームステイ

日時：2019年10月18日（金）～10月19日（土）

場所：交流ペアのご家庭 他
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■フェアウェルパーティー（北京・武漢・蘇州 同時開催）

日時：2019年10月20日（日） 18：00～20：30

場所：北京 グランドメトロパークホテル

武漢 ニューワールドホテル

蘇州 シャングリラホテル

北京会場

蘇州会場

武漢会場
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◇参加者の声

◆今回の交流事業を通して感じたこと

中国に来て実際に街の様子を見て、思っていたよりも普通に人々がいて、お

店もあって、ニュースで見るような過激な様子は想像できないぐらいでした。

同じ年の子とホームステイを通じて意外と同じような生活をしていてより親し

みが湧きました。英語もお互いに使えてコミュニケーションも何とかなること

がわかりました。

筑波大学附属高等学校 学生

◆今回の交流事業を通して感じたこと

同じアジアの国として、似ているところがたくさんあれば、全然違うところ

もたくさんあると感じました。日本人の高校生はみんなまじめで、コミュニ

ケーション力も高いので、自分にとって良い勉強になりました。中国語の授業

体験がでは、日本の高校生には内容が分からないと思っていましたが、漢字か

らわかることが多く、また積極的に学ぼうとする姿勢に刺激を受けました。

北京景山高等学校 学生

◆授業体験の感想を教えてください

日本で学習していない内容で非常に難しかったのですが、授業の雰囲気はよ

く、一人一人が授業に集中していて良いと思いました。また、ITが使われてお

り、黒板と電子黒板が一体化しているところがすごいと思いました。

三重県立四日市高等学校 学生

◆授業体験の感想を教えてください

海外の授業に参加するというとても貴重な体験でした。体育は日本と全く

違って新鮮でした。書道体験や心理学の授業では、日本でやったことのないこ

とを体験できて嬉しかったです。物理や生物は異国語でも、今まで学習したこ

とがある内容だったので、共に授業を作り上げている実感があり、面白かった

です。

名古屋大学教育学部附属高等学校 学生

◆ホームステイの感想を教えてください

私はいつもたいてい3人で食事をすることが多いのに、こちらでは、父、母、

パートナー、祖母、私の5人で食事をして、とても明るい食卓で個人的にとて

も嬉しかったです。中国の人たちは全員優しくしてくれて、私がものを見てい

たら「いる？」と聞いて買ってくれようとするし、食べ物を見ていたら、もう

注文されていたり、日本ではみんな一度聞いてから何か実行するけれど、中国

の人は行動力がとても速いなと思いました。日本よりも中国の方がおもてなし

の精神が強いと思いました。

札幌日本大学高等学校 学生


